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衆
議
院
議
員
今
野
東
君
提
出
激
甚
災
害
の
指
定
に
至
る
ま
で
の
期
間
の
短
縮
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

じ
ん

災
害
が
発
生
し
て
か
ら
、
激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第

百
五
十
号
）
第
二
条
に
基
づ
く
激
甚
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
（
以
下
「
激
甚
災
害
等
の
指
定
」
と

じ
ん

い
う
。
）
が
行
わ
れ
る
ま
で
に
要
す
る
期
間
は
、
過
去
十
年
間
に
「
激
甚
災
害
指
定
基
準
」
（
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
七
日

中
央
防
災
会
議
決
定
。
以
下
「
指
定
基
準
」
と
い
う
。
）
を
満
た
す
も
の
と
し
て
激
甚
災
害
等
の
指
定
が
行
わ
れ
た
い
わ
ゆ

る
本
激
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
最
長
七
十
九
日
、
最
短
四
十
九
日
、
平
均
約
六
十
五
日
と
な
っ
て
い
る
（
平
成
七
年

の
兵
庫
県
南
部
地
震
等
の
特
別
な
災
害
の
場
合
を
除
く
。
）
。

政
府
と
し
て
は
、
激
甚
災
害
等
の
指
定
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
被
害
状
況
の
調
査
の
結
果
等
に
基
づ
い

て
災
害
復
旧
事
業
の
事
業
費
の
見
込
額
等
を
算
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
災
害
の
発
生
か
ら
激
甚
災
害
等
の
指
定
ま

で
に
一
定
の
期
間
を
要
す
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

激
甚
災
害
等
の
指
定
に
当
た
っ
て
は
、
現
状
に
お
い
て
も
被
害
状
況
の
確
定
を
待
た
ず
、
指
定
基
準
に
基
づ
き
、
災
害
復

一



旧
事
業
の
事
業
費
の
見
込
額
等
を
用
い
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
に
被
害
状
況
の
把
握
に
お
い
て
簡
素
な
方
法
を
用
い
る
な
ど
、
激
甚
災
害
等
の
指
定
ま
で
の

期
間
の
短
縮
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
指
定
基
準
を
満
た
す
災
害
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
、
激
甚
災
害

等
の
指
定
を
行
っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。

二


